
＜題材計画表＞ 

題
材
名 

混声３部合唱の響きを感じて歌おう 
＜12時間完了＞ 

「夢の世界を」（表現：歌唱） 

「校歌」（表現：歌唱） 

目 

標 

知  曲想と「旋律」や「テクスチュア」の働きとの関わりを理解する。 

「旋律」や「テクスチュア」の働きを生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

思 「旋律」や「テクスチュア」の働きを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し，試

行錯誤しながらどのように音楽で表現するかについて考え，思いや意図をもったり，音楽を自分な

りに評価しながらよさや美しさを味わって聴いたりする。 

態 「旋律」や「テクスチュア」の働かせ方の多様性に関心をもち，表現の工夫を試行錯誤したり，振り

返ったりしながら，主体的・協働的に学習活動に取り組む。 

時 学習内容  
評     価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 
・ 
２ 
・ 
３ 
・ 
４ 

【つかむ場】 

・課題を知る。 

 

 

・課題を達成するための「試行錯誤するポイント」

を知る。 

 

 

・「旋律」や「テクスチュア」はどのような特徴の

ある音楽を形づくっている要素なのかを知る。 

［拡散的思考］ 

『夢の世界を』第１～３時限 

・混声３部合唱と同声２部合唱の違いを知る。 

・個々がもつ声の音域に合わせ，パート分けを行

う。 

・各パートの楽譜の読み方を知る。 

・各パートで「旋律」の働きを考える。 

・考えたことを全体で共有する。 

・考えたことを基にパート音源を聴きながらパー

トで音取りをする。 

・各パートの音取りができたところで，各パートで

「テクスチュア」の働きを考える。 

・考えたことを全体で共有をする。 

・考えたことをもとに，混声３部合唱に取り組む。 

・毎時間の終わりに，「試行錯誤するポイント」に

関して，今後生かせそうなことを記録する。 

『校歌』第４時限 

・本校の「校歌」は混声３部合唱であることと，前

半・中間・後半の三つの場面に分かれていること

を知る。 

・楽譜を見ながら音源を聴き，各場面の曲想と，「旋

律」や「テクスチュア」がどのような働きがある

のかを考える。 

・考えたことを全体で共有する。 

・考えたことを基に，個人で「表現のめあて」を設

定する。 

・「試行錯誤するポイント」が生かされた「表現の

めあて」になっているか振り返る。【拡Ｍ①】 

Ａ 

 曲想と「旋律」や「テクスチ

ュア」の働きとの関わりを理解
している。 

「旋律」や「テクスチュア」

の働きを理解し，音楽を自分な
りに評価しながらよさや美し
さを味わって聴いている。 

Ａ 

「旋律」や「テクスチュ

ア」の働かせ方の多様性に

高い関心をもって取り組も

うとしている。また，他者

と意見を共有する中で，自

己の表現だけでなく，パー

トで表現をより高められる

よう，試行錯誤をしたり，

振り返ったりしながら取り

組もうとしている。 

Ｂ 

曲想と「旋律」，もしくは「テ
クスチュア」の働きとの関わり
を理解している。 

「旋律」の働き，もしくは「テ
クスチュア」の働きを理解し，
音楽を自分なりに評価しなが

らよさや美しさを味わって聴
いている。 

方
法 

学習プリントの記述 学習プリントの記述 

Ｂ 

「旋律」や「テクスチュ

ア」の働かせ方に関心をも

って取り組もうとしてい

る。また，他者からの助言

を参考に，自己の表現を試

行錯誤しながら取り組もう

としている。 

５ 
・ 
６ 
・ 
７ 
・ 
８ 
・ 
９ 
・ 
10 

【つくる場】 

［拡散的思考］ 

『校歌』第５～10時限 

・どのように音取りをすると「旋律」の働きを確実

に捉えた歌い方になるのかを考える。 

・考えたことを全体で共有する。 

・考えたことを基に，Chromebook の音源を使って

個人で音取りをする。 

・個人練習後，「旋律」の働きを捉えて歌うことが

できたか振り返りをする。 

Ａ 

 
 

 

 

 

 

 

「旋律」や「テクスチュア」

の働かせ方を試行錯誤しなが
らどのように音楽で表現する
かについて，明確な思いや意図

をもてている。 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「テクス
チュア」の働かせ方を試行錯誤
しながらどのように音楽で表

現するかについて，思いや意図
をもてている。 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

混声３部合唱の響きを感じて歌おう 

①旋律をいかした表現 
②テクスチュアをいかした表現 



 

・振り返ったことを基に，他の場面の音取りを行

う。 

・パート練習を行う前に，どのように音取りをする

と，「テクスチュア」の働きを捉えた歌い方にな

るのか考える。 

・考えたことをパートで共有する。 

・考えたことを基に，パートリーダーを中心にパー

ト練習に取り組む。 

・混声３部合唱に取り組む。 

・パート練習後，「テクスチュア」の働きを捉えて

歌うことができたか振り返る。 

・「表現のめあて」を見直し，再設定する。 

・パートを二つに分け，互いの演奏を鑑賞し合わ

せ，より「旋律」や「テクスチュア」を生かした

「表現のめあて」になるように意見交換し合う。

【拡Ｍ②】 

［収束的思考］ 

・ICT機器で録音し，客観的に自分たちの演奏を振

り返る。 

・伝えられたアドバイスや録音した音源を基に，

「表現のめあて」を決定する。【収Ｍ】 

方
法 

 

 

活動の様子 

学習プリントの記述 

11 
・ 
12 

【ふりかえる場】 

・発表会をする。 

・他の人の演奏を鑑賞する。 

・題材を通して学んだことを振り返る。 

【拡・収ＲＭ】 

Ａ 

「旋律」と「テクスチュ

ア」の働きを生かした音楽表

現をするために必要な技能を

身に付けている。 

 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「テク

スチュア」の働きを生かした

音楽表現をするために必要な

技能を身に付けている。 

方
法 

発表 

学習プリントの記述 



＜題材計画表＞ 

題
材
名 

曲想と音楽を形づくっている要素の働き 
との関わりを感じ取ろう 

＜８時間完了＞ 

「春」（鑑賞） 

「赤とんぼ」（表現：歌唱） 

「夢の世界を」（表現：創作） 

目 

標 

知  曲想と「旋律」や「強弱」の働きとの関わりを理解する。 

「旋律」や「強弱」の働きを生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

思 「旋律」や「強弱」の働きを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し，試行錯誤しな

がらどのように指揮で表現するかについて考え，思いや意図をもったり，音楽を自分なりに評価し

ながらよさや美しさを味わって聴いたりする。 

態 「旋律」や「強弱」の働かせ方の多様性に関心をもち，表現の工夫を試行錯誤したり，振り返ったり

しながら，主体的・協働的に学習活動に取り組む。 

時 学習内容  
評     価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 
・ 
２ 
・ 
３ 
・ 
４ 

【つかむ場】 

・課題を知る。 

 

 

 

・課題を達成するための「試行錯誤するポイント」

を知る。 

 

 

・「旋律」や「強弱」とはどのような特徴のある音

楽を形づくっている要素なのかを知る。 

［拡散的思考］ 

『春』第１・２時限 

・ソネットについて知る。 

・場面A～Eの部分ごとに区切って聴き，曲想（情

景）について感受したことをワークシートに記入

する。 

・再び場面 A～E を部分ごとに区切って聴き，「旋

律」や「強弱」の働きがどのように変化している

のか知覚したことをワークシートに記入する。 

・場面A～Eの各部分における，曲想と音楽の構造

との関わりについて考える。 

・考えたことについて，全体で意見を共有する。 

・本楽曲で使用されている楽器を知る。 

・曲全体をDVDで鑑賞する。 

・曲想と音楽の構造との関わりについて考えたこ

とを，批評文にまとめる。 

・「試行錯誤するポイント」に関して，今後生かせ

そうなことを記録する。 

『赤とんぼ』第３・４時限 

・範唱を聴いて，曲の全体像を捉える。 

・本楽曲を聴き，感受した曲想や，情景をワークシ

ートにまとめる。 

・歌詞や，作詞者の言葉を朗読し，作詞者の思い描

いた情景を考える。 

・考えたことを，全体で共有する。 

・情景を思い浮かべながら歌唱する。 

・楽譜を見て，「旋律」や「強弱」の働きについて

知覚したことをワークシートにまとめる。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりにつ

い考えたことをまとめる。 

・考えたことを，全体で共有をする。 

・共有したことを基に，歌詞の内容や曲想を生かす

ための音楽表現について，グループで話し合う。 

・歌い方について考えたことをワークシートに記

入する。 

・「試行錯誤するポイント」に関して，今後生かせ

そうなことを記録する。 

・次時から「夢の世界を」を，グループで指揮をす

ることで，音楽を身体表現することを伝える。 

 

Ａ 

 曲想と「旋律」や「強弱」の

働きとの関わりを理解してい
る。 

「旋律」や「強弱」の働きを

理解し，音楽を自分なりに評価
しながらよさや美しさを味わ
って聴いている。 

Ａ 

「旋律」や「強弱」の働

かせ方の多様性に高い関心

をもって取り組もうとして

いる。また，他者と意見を

共有する中で，自己の表現

だけでなく，グループで表

現をより高められるよう，

試行錯誤をしたり，振り返

ったりしながら取り組もう

としている。 

Ｂ 

曲想と「旋律」，もしくは「強
弱」の働きとの関わりを理解し
ている。 

「旋律」の働き，もしくは「強
弱」の働きを理解し，音楽を自
分なりに評価しながらよさや

美しさを味わって聴いている。 

方
法 

学習プリントの記述 学習プリントの記述 

Ｂ 

「旋律」や「強弱」の働

かせ方に関心をもって取り

組もうとしている。また，

他者からの助言を参考に，

自己の表現を試行錯誤しな

がら取り組もうとしてい

る。 

音楽を形づくっている要素の働きと 
曲想の関わりを感じ取ろう 

①旋律をいかした表現 
②強弱をいかした表現 



 

 

・第１～４時限までの考えを基に，個人で「夢の世

界を」の「表現のめあて」を設定する。 

・「試行錯誤するポイント」がいかされた「表現の

めあて」になっているか振り返る。【拡Ｍ①】 

 

  

５ 
・ 
６ 
・ 
７ 
 

【つくる場】 

［拡散的思考］ 

『夢の世界を』第５～７時限 

・楽曲を聴いて感受したことを，A場面，B場面と

分けてワークシートにまとめる。 

・楽譜A場面，B場面で比較し，「旋律」や「強弱」

の働きについて知覚したことをワークシートに

まとめる。 

・曲想と音楽の構造との関わりについて考えたこ

とをまとめる。 

・考えたことを，グループで共有をする。 

・「試行錯誤するポイント」である「旋律」や「強

弱」の働きを生かした指揮となるよう，グループ

で創作を行う。 

・「表現のめあて」を見直し，再設定する。 

・各グループで，互いの指揮を鑑賞し合わせ，より

「旋律」や「強弱」を生かした「表現のめあて」

になるように意見交換し合う。【拡Ｍ②】 

［収束的思考］ 

・ICT機器で録画し，客観的に自分たちの指揮を振

り返る。 

・伝えられたアドバイスや録画した映像を基に，

「表現のめあて」を決定する。【収Ｍ】 

Ａ 

 「旋律」や「強弱」の働かせ
方を試行錯誤しながらどのよ

うに指揮で表現するかについ
て，明確な思いや意図をもてて
いる。 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「強弱」
の働かせ方を試行錯誤しなが
らどのように指揮で表現する

かについて，思いや意図をもて
ている。 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

８ 

【ふりかえる場】 

・発表会をする。 

・他のグループの演奏を鑑賞する。 

・題材を通して学んだことを振り返る。 

【拡・収ＲＭ】 

Ａ 
「旋律」と「強弱」の働き

を生かした表現をするために

必要な技能を身に付けてい

る。 

 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「強

弱」の働きを生かした表現を

するために必要な技能を身に

付けている。 

方
法 

創作作品，発表 

学習プリントの記述 



＜題材計画表＞ 

題
材
名 

旋律や音色の働きをいかして表現しよう 
＜7時間完了＞ 

リコーダー童謡曲集（表現：器楽） 

「虹の彼方に」(表現：器楽) 

目 

標 

知  曲想と「旋律」や「音色」の働きとの関わりを理解する。 

「旋律」や「音色」の働きを生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

思 「旋律」や「音色」の働きを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し，試行錯誤しな

がらどのように音楽で表現するかについて考え，思いや意図をもったり，音楽を自分なりに評価し

ながらよさや美しさを味わって聴いたりする。 

態 「旋律」や「音色」の働かせ方の多様性に関心をもち，表現の工夫を試行錯誤したり，振り返ったり

しながら，主体的・協働的に学習活動に取り組む。 

時 学習内容  
評     価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１
・
２
・
３
・
４ 

 

【つかむ場】 

・課題を知る。 

 

 

・課題を達成するための「試行錯誤するポイント」

を知る。 

 

 

・「旋律」や「音色」はどのような特徴のある音楽

を形づくっている要素なのかを知る。 

［拡散的思考］ 

『リコーダーの基礎を知る』第１～３時限 

・リコーダーの歴史，リコーダーの種類等を知る。 

・リコーダーの奏法の基本となる姿勢，タンギン

グ，チューニングのやり方等を知る。 

・ド～ソの運指を知る。 

・童謡曲集のド～ソの音が使われた曲に取り組む。 

・アーティキュレーションについて知る。 

・楽曲を聴き，アーティキュレーションの違いによ

り，「音色」がどのように変わるのかを，ワーク

シートにまとめる。 

・童謡曲集ド（２点ハ）～ド（３点ハ）の音が使わ

れた曲に取り組む。 

・各楽曲に合わせたアーティキュレーションを工

夫する。 

・「試行錯誤するポイント」（「音色」のみ）に関し

て，今後生かせそうなことを記録する。 

『虹の彼方に』第４時限 

・楽曲を聴き，曲の全体像を捉える。 

・感受した曲想をワークシートにまとめる。 

・場面ごとに楽曲を分けて聴き，「旋律」について

知覚したことをワークシートにまとめる。 

・考えたことについて，全体で意見を共有する。 

・共有したことを基に，曲想や音楽の構造を生かす

ための音楽表現について，グループで話し合う。 

・奏法について考えたことを自分なりの考えをま

とめ，ワークシートに記入する。 

・「表現のめあて」を設定する。 

・「試行錯誤するポイント」が生かされた「表現の

めあて」になっているか振り返る。【拡Ｍ①】 

Ａ 

 曲想と「旋律」や「音色」の

働きとの関わりを理解してい
る。 

「旋律」や「音色」の働きを

理解し，音楽を自分なりに評価
しながらよさや美しさを味わ
って聴いている。 

Ａ 

「旋律」や「音色」の働

かせ方の多様性に高い関心

をもって取り組もうとして

いる。また，他者と意見を

共有する中で，自己の表現

について見直し，表現をよ

り高められるよう，試行錯

誤したり，振り返ったりし

ながら取り組もうとしてい

る。 

Ｂ 

曲想と「旋律」，もしくは「音
色」の働きとの関わりを理解し
ている。 

「旋律」の働き，もしくは「音
色」の働きを理解し，音楽を自
分なりに評価しながらよさや

美しさを味わって聴いている。 

方
法 

学習プリントの記述 学習プリントの記述 

Ｂ 

「旋律」や「音色」の働

かせ方に関心をもって取り

組もうとしている。また，

他者からの助言を参考に，

自己の表現を試行錯誤しな

がら取り組もうとしてい

る。 

５
・
６ 

【つくる場】 

［拡散的思考］  

・「試行錯誤するポイント」である「旋律」や「音

色」の働きが生かされる奏法となるよう，練習に

取り組む。 

・「表現のめあて」を見直し，再設定する。 

・グループを作り，互いの演奏を鑑賞し合わせ，よ

り「旋律」や「音色」を生かした「表現のめあて」

になるように意見交換し合う。【拡Ｍ②】 

 

Ａ 

 「旋律」や「音色」の働かせ

方を試行錯誤しながらどのよ
うに音楽で表現するかについ
て，明確な思いや意図をもてて

いる。 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「音色」
の働かせ方を試行錯誤しなが
らどのように音楽で表現する

かについて，思いや意図をもて
ている。 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

旋律や音色の働きをいかして表現しよう 

①旋律をいかした表現 
②音色をいかした表現 



  

［収束的思考］ 

・ICT機器で録音し，客観的に自分たちの演奏を振

り返る。 

・伝えられたアドバイスや録音した音源を基に，パ

ートで「表現のめあて」を決定する。【収Ｍ】 

方
法 

 活動の様子 

学習プリントの記述 

７ 

【ふりかえる場】 

・発表会をする。 

・他の人の演奏を鑑賞する。 

・題材を通して学んだことを振り返る。 

【拡・収ＲＭ】 

Ａ 

「旋律」と「音色」の働き

を生かした音楽表現をするた

めに必要な技能を身に付けて

いる。 

 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「音

色」の働きを生かした音楽表

現をするために必要な技能を

身に付けている。 

方
法 

発表 

学習プリントの記述 



＜題材計画表＞ 

題
材
名 

旋律やテクスチュアの働きをいかして表現しよう 
＜12時間完了＞ 

「浜辺の歌」(表現：歌唱) 

「空は今」（表現：歌唱） 

「エーデルワイス」（表現：創作） 

目 

標 

知   曲想と「旋律」や「テクスチュア」の働きとの関わりを理解する。 

「旋律」や「テクスチュア」の働きを生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

思  「旋律」や「テクスチュア」の働きを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し，試

行錯誤しながらどのように音楽で表現するかについて考え，思いや意図をもったり，音楽を自分な

りに評価しながらよさや美しさを味わって聴いたりする。 

態  「旋律」や「テクスチュア」の働かせ方の多様性に関心をもち，表現の工夫を試行錯誤したり，振

り返ったりしながら，主体的・協働的に学習活動に取り組む。 

時 学習内容  
評     価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
８ 
 

【つかむ場】 

・課題を知る。 

 

 

 

・課題を達成するための「試行錯誤するポイント」

を知る。 

 

 

・「旋律」や「テクスチュア」はどのような特徴の

ある音楽を形づくっている要素なのかを知る。 

［拡散的思考］ 

『浜辺の歌』第１・２時限 

・範唱を聴いて，曲の全体像を捉える。 

・本楽曲を聴き，感受した曲想や，情景をワークシ

ートにまとめる。 

・歌詞や，作詞者の言葉を朗読し，作詞者の思い描

いた情景を考える。 

・考えたことを，全体で共有する。 

・情景を思い浮かべながら歌唱する。 

・楽譜を見て，「旋律」の働きについて知覚したこ

とをワークシートにまとめる。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりにつ

いて考えたことをまとめる。 

・考えたことを，全体で共有をする。 

・共有したことを基に，歌詞の内容や曲想を生かす

ための音楽表現について，グループで話し合う。 

・歌い方について考えたことをまとめ，ワークシー

トに記入する。 

・「試行錯誤するポイント」（「旋律」のみ）に関し

て，今後生かせそうなことを記録する。 

『空は今』第３～７時限 

・四つの場面に分けて，アナリーゼを行う。 

・範唱を聴いて，曲の全体像を捉える。 

・本楽曲を場面ごとに分けて聴き，感受した曲想を

ワークシートにまとめる。 

・本楽曲を場面ごとに分けて聴き，「旋律」につい

て知覚したことをワークシートにまとめる。 

・本楽曲を通して聴き，「テクスチュア」について

知覚したことをワークシートにまとめる。 

・四つの場面の曲想と音楽の構造との関わりにつ

いて考える。 

・考えたことについて，全体で意見を共有する。 

・共有したことを基に，曲想や音楽の構造を生かす

ための音楽表現について，グループで話し合う。 

・歌い方について考えたことをまとめ，ワークシー

トに記入する。 

・「試行錯誤するポイント」に関して，今後生かせ

そうなことを記録する。 

 

 

Ａ 

 曲想と「旋律」や「テクスチ

ュア」の働きとの関わりを理解
している。 

「旋律」や「テクスチュア」

の働きを理解し，音楽を自分な
りに評価しながらよさや美し
さを味わって聴いている。 

Ａ 

「旋律」や「テクスチュ

ア」の働かせ方の多様性に

高い関心をもって取り組も

うとしている。また，他者

と意見を共有する中で，自

己の表現だけでなく，ペア

で表現をより高められるよ

う，試行錯誤をしたり，振

り返ったりしながら取り組

もうとしている。 

Ｂ 

曲想と「旋律」，もしくは「テ
クスチュア」の働きとの関わり

を理解している。 

「旋律」の働き，もしくは「テ
クスチュア」の働きを理解し，

音楽を自分なりに評価しなが
らよさや美しさを味わって聴
いている。 

方
法 

学習プリントの記述 学習プリントの記述 

Ｂ 

「旋律」や「テクスチュ

ア」の働かせ方に関心をも

って取り組もうとしてい

る。また，他者からの助言

を参考に，自己の表現を試

行錯誤しながら取り組もう

としている。 

旋律やテクスチュアの働きをいかして
表現しよう 

①旋律をいかした表現 
②テクスチュアをいかした表現 



 

 

『エーデルワイス』第８時限 

・範唱を聴いて，曲の全体像を捉える。 

・感受した曲想をワークシートにまとめる。 

・主旋律の「旋律」について知覚したことをワーク

シートにまとめる。 

・リコーダーで主旋律の音取りをする。 

・個人で「表現のめあて」を設定する。 

・「試行錯誤するポイント」が生かされた「表現の

めあて」になっているか振り返る。【拡Ｍ①】 

 

  

９ 
・ 
10 
・ 
11 

【つくる場】 

［拡散的思考］  

『エーデルワイス』第９～⒒時限 

・主旋律の知覚したことや，感受したことを基に，

副旋律の創作を行う。 

・『空は今』の「テクスチュア」の働きについて復

習し，それらの働きを生かして，リコーダーを用

いて創作を行う。 

・「試行錯誤するポイント」である「旋律」や「テ

クスチュア」の働きが生かされる奏法となるよ

う，ペアで練習に取り組む。 

・「表現のめあて」を見直し，再設定する。 

・各ペアで，互いの演奏を鑑賞し合わせ，より「旋

律」や「テクスチュア」を生かした「表現のめあ

て」になるように意見交換し合う。【拡Ｍ②】 

［収束的思考］ 

・ICT機器で録音し，客観的に自分たちの演奏を振

り返る。 

・伝えられたアドバイスや録音した音源を基に，

「表現のめあて」を決定する。【収Ｍ】 

Ａ 

 「旋律」や「テクスチュア」
の働かせ方を試行錯誤しなが
らどのように音楽で表現する

かについて，明確な思いや意図
をもてている。 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「テクス
チュア」の働かせ方を試行錯誤

しながらどのように音楽で表
現するかについて，思いや意図
をもてている。 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

12 

【ふりかえる場】 

・発表会をする。 

・他のペアの演奏を鑑賞する。 

・題材を通して学んだことを振り返る。 

【拡・収ＲＭ】 

Ａ 

「旋律」と「テクスチュ

ア」の働きを生かした音楽表

現をするために必要な技能を

身に付けている。 

 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「テク

スチュア」の働きを生かした

音楽表現をするために必要な

技能を身に付けている。 

方
法 

創作作品，発表 

学習プリントの記述 



＜題材計画表＞ 

 

題
材
名 

旋律や音色の働きをいかして表現しよう 
＜５時間完了＞ 

「きらきら星」（表現：器楽） 

「ふるさと」 （表現：器楽） 

目 

標 

知 曲想と「旋律」や「音色」の働きとの関わりを理解する。 

「旋律」や「音色」の働きを生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

思 「旋律」や「音色」の働きを知覚し，その働きが生み出す特質や雰囲気を感受し，試行錯誤しな

がら，どのように表現するかについて考え，思いや意図をもったり，音楽を自分なりに評価しな

がらよさや美しさを味わって聴いたりする。 

態 「旋律」や「音色」の働かせ方の多様性に関心をもち，表現の工夫を試行錯誤したり，振り返った

りしながら，主体的・協働的に学習活動に取り組む。 

時 学習内容  
評     価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１
・
２ 

【つかむ場】 

・課題を知る。 

 

 

・課題を達成するための「試行錯誤するポイント」

を知る。 

 

［拡散的思考］ 

『きらきら星』第１時限 

・曲を聴き，気付いたことや感じたことなどについ

て話し合う。 

・「旋律」や「音色」の働きを知覚し，その働きが

生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚した

ことと感受したこととの関わりについて考える。 

・考えたことを全体で共有した後，どのように音楽

で表現するのか試行錯誤する。 

・「試行錯誤するポイント」に関して，今後生かせ

そうなことを記録する。 

『ふるさと』第２時限 

・曲を聴き，気付いたことや感じたことなどについ

て話し合う。 

・「旋律」や「音色」の働きを知覚し，その働きが

生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚した

ことと感受したこととの関わりについて考える。 

・個人で「表現のめあて」を設定する。 

・「試行錯誤するポイント」が生かされた「表現の

めあて」になっているか振り返る。【拡Ｍ①】 

Ａ 

 曲想と「旋律」や「音色」と

の働きとの関わりを十分に理
解している。 

「旋律」や「音色」の働きを

理解し，音楽を自分なりに評価
しながらよさや美しさを味わ
って聴いている。 

Ａ 

「旋律」や「音色」の働

かせ方の多様性に高い関心

をもって取り組もうとして

いる。また，他者と意見を

共有する中で，自己の表現

だけでなく，ペアで表現を

より高められるよう，試行

錯誤をしたり，振り返った

りしながら取り組もうとし

ている。 

Ｂ 

曲想と「旋律」の働き，もし

くは「音色」との働きとの関わ
りを理解している。 

「旋律」の働き，もしくは「音

色」の働きを理解し，音楽を自
分なりに評価しながらよさや
美しさを味わって聴いている。 

方
法 

学習プリントの記述 学習プリントの記述 

Ｂ 

「旋律」や「音色」の働

かせ方に関心をもって取り

組もうとしている。また，

他者からの助言を参考に，

自己の表現を試行錯誤しな

がら取り組もうとしてい

る。 

３
・
４ 

 【つくる場】 

・「表現のめあて」を基に，ペアで意見交換し，表

したいことを考える。 

・「旋律」や「音色」をどのように工夫すれば，表

したいことを表すことができるのかについて練

習しながら追究する。 

・「表現のめあて」を見直し，再設定する。 

・ペアで鑑賞し合わせ，より「旋律」や「音色」を

生かした「表現のめあて」になるように意見交換

し合う。【拡Ｍ②】 

［収束的思考］ 

・ICT機器で録音し，客観的に自分の演奏を振り返

る。 

・伝えられたアドバイスや録音した音源を基に「表

現のめあて」を決定する。【収Ｍ】 

Ａ 

 「旋律」や「音色」の働かせ

方を試行錯誤しながらどのよ
うに音楽で表現するかについ
て，明確な思いや意図をもてて

いる。 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「音色」
の働かせ方を試行錯誤しなが
らどのように音楽で表現する

かについて，思いや意図をもて
ている。 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

５ 

【ふりかえる場】 

・発表会をする。 

・他の人の演奏を鑑賞する。 

・題材を通して学んだことを振り返る。 

【拡・収ＲＭ】 

Ａ 

「旋律」や「音色」の働き

を生かした表現をするために

必要な技能を身に付けてい

る。 

 

Ｂ 

「旋律」の働き，もしくは

「音色」の働きを生かした表

現をするために必要な技能を

身に付けている。 

方
法 

発表 

学習プリントの記述 

旋律や音色の働きをいかして表現しよう 

①旋律をいかした表現 
②音色をいかした表現 


